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大 阪 卸 売 物 価 指 数 1 7 5 7 — 1 9 1 5 年 *

斋 藤 修

本稀は，1757年から1915年にいたる大阪細売物t o 推計結果は，農林産物倾格キき数, エ産物価格指数， 

指数の推計猜^ の報告でもる。 检 合 ま え 1 に, 米細まを表 2‘れ 食 料 ん 1,,

本推計の特徴は，德川期と明治期もを連結した点に繊維製品価格指数をま义3 东す。

あるりそれにょって , 幕 ま . 維新期の価格変斷を統一まず総合指数にょって長期的動向をみょう。図 1 は 

的 免 る し と か で き ，.また德川期力、'を明治期にかけ‘ .その名■年値を示した .ものである。，その .7 -力年,動平お ] 

ての長期的変動過箱を追うことが可能 j c なる。 ，' 値から上昇，下降局面の年本均変化率をだ¥ と， ま 

このような作寒を可能とする資料としては,.金敏研 1 . 1 の如,くである4 1 7 8 6 年からの3 3年にわだる•良期の

究会編 *■我国商相場統計表J (1937)力tあり, .それに 

よる研究もあるが，この資料は東京(江戸)を中心とし 

たものである。しかし周知のとく  , 德川细の錢内 

は, 関東地方とは異ゥた一少くとも名目的には一二* 

通貸単位をもジ異った経済圈構成し（いた。そ.しで, 

その性格の違いが，明治維新後に統一Vめ適貧# j度が確 

立するとともにただちに解消されたとは# え律い。そ 

の意味で，大阪の物I® 変動を長期にわたっヤ系統的に 

明らかに■することは充分意義のあるととと、先よ( 2ぅ )。

太阪地方にかんす>る幕末• 維新期の物倾資料として 

は 「大阪物to沿革表J がちり，本計では，明治期の 

指数と祷川期の指数とをリンクさせるたもにこの資料 

を利用した。ことでは倾格が3 通 ^)の仕：̂で記されて 

いる。I 868年銀目廃止までの銀目表示，それ以後18ク1 

年の新貧条例までの'商 ‘ 貫文ま示, それ以降の円表示, 

でもる。本稗計では，これらを'銀目建統一して，そ 

れ以降の指数とリンクじた4 こめ点の詳細, 推計方法,

表 .1 . 1 物価水準の年本均交化审( ％ )

1786-1819 A  0 .8

1 8 1 9 - 37 2.5

37— 43 A 2.7

43"一 51 1 .9

5 1 - 54 A 0.4
54— 69 14.2

' 69一 75 A 3.3
75— 82 3. 9

82— 86 A  4.1

86-1910 3.9

ゆるやかな下降局面は,文政の改鋳が行われた頃から 

上昇へじた , 天後の飢爐あ•後1C 6 年, 18か年代前半 

に 3 年の下降局面を経騎したが, 1 820牟以降趟勢と 

しては上昇斌向が続いた。それは安政の開港とともに 

加速化しユ854—6 9年間の年平均上身率は14. 2% に 

„ 一. ^  達した。ただ，開港以降銀目庫止までの如間は金相場
その他の資料にかんしては，表 2 め注を参照されたい。 も騰貴した。その背後には大まぉける正銀の触，

■■_ • ' . ' .. 銀に代わる企贷の流通ということがあっ/ cとすれば,

* ネ研究には松永記念科学廣滅財団か•ら研.究助成金が与えられた/ .記して據謝の意■をまする。. ....ノ 

注( 1 ) 佐:野陽チr姓築労料の麟賃金•一 ^ 咖 —!894年」ぢ fll学会雜誌J 削 5卷.11サ （!962), 新保博「幕 細 ‘ !
期の価格構進J 『社会経済史学J 翁33翁1号 (1967j)。 朋 .

(り ^1903银らではるが，大阪i 費者#?to指数の働-とて，尾商煌之助「戦前期大阪地力?m ほ物価指数の卿‘J し 
，橋論叢J 第67̂ 卷3号 （1972)がある。

( 3 )ね宮^ 又次編『近世大阪の物価と利子』（1963) 所収4 との資料を利用した拼究に，作;锁太郎 r幕末斯め伽格変 ‘ 

動と制 J, •封雄社会の貴幣金融構造J (1971)所収，新 博 H)職とヴ而格ホ命新ねはかr数!!■経済史入/"j

一日本の前：n業化社会_!(1郷 〉所収, がもる。 . 1 , .

《4 ) 例えぱ，官キ义郎r天細IJ以後の黄附と金敲J , 窗本乂次編r大阪の商業と融J  (197S)所収, 340- 46直,を参脈
■ 、 . . .  ' . ■ ■ ■

J —  6 3 (湖 ）一 、



I
I
I
m

m

I
'巧I
I；めを
i
；i

rr.iiniTrTrn■—rrT~---- --~ n ソ ロ ご - ミ明び汝’力:ドみスを▲ぬ巧

.r= i田学会歡誌,，.68卷10号ひ975年！■(>月）

国 1 大厳知売物価檢合指数1757—191 5年

400

1760
60 8080 1800 20 4U

ig 2 良工間相対伽.格 （農林産檢価格/ ェま殺価格) ，'

1900 20

両‘觸 数 の ( 1 うがこの期間におI t る難の物価恋動をしてデフレ政策による下降を繰返したが,！886年松方 

よく反映してぃることになる。両働旨数では，当然こデプレが終わるとともに，上昇傅向を基調とする長ヲ 

の間の上昇率が上記の値より« でるが，と の 時期 の ’の局面に;ゲかインフレ的成長の出発点はここにも 

インフレーシBンが未曾有のものでもったひには変ゥたといってよい♦ ぃ

ゎりがなぃで^3ろ(ち〉。明浩維新後は，.下陈, 上昇，そ

法（5〉新保（1邮〉では商建指数がポされている， - .  , ふ , V w ふ/ilKMすの
(6)ギ .1は, ^  5 ^ % ^ ̂  ^J v

でも。ただろぅ。微者物細の7 力年移勒平均系列(尾高〔19ゆ)では，れ前年上界率力、純化したたけててナス資しぶ
-1 « V 1 •
ことはなかったふ

64(770) -
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大阪卸売#?価指数1?57プ1915年

次に相対俩挥の,勘fSjに移ろう <> 農 林 物 • reま物M 

格借数の7 力年容動平均系列から, 後者の前者tどすこい 

すを比資求め， 0  2 に示す, それを-^般妆M水準の動 

^  » 1 ) と比# t ■ネと,大きく 3 つの時地に区分す 

る:こ:とができる。‘第- -ほ開港まゃ, 缴 mほ開港後から 

松方デプレめ終ゎ.るi 8$ §年までi .:第ま i 1886年feJi降 

である； ふ ' ' • • ‘

第一の時期におい't ,  ; f対的価格は物倾ポ準め变軟 

と同じ方向に動いていた。' ^ まり，物価_b昇期には;^ 

林雍物|而格の上昇率<9方が高く,下降如にはをの低下 

率の方が人き;̂ 、̂ チこやであぐ'こ;Kはすセ、新保裁ま 

によって衍摘された事美’やある>。 1850年までは"~一̂細 

力、な点に•違レぱあっズも- ^ を树した資;^が同じで多 

るがらこわ4：i ある章味セ当然の結果といわなければ 

らなV、。； . バ

声二期をM じて, 相対M格tキ急低卞した(開ま後の数 

年とTO.年代中搏とほ侧外〉。 みられたような 

般物伸i水準めま動局面との对応は，ま力たくみらH  

ない6 これは, 同 じ r大阪物価沿苹表J に依拠した新 

保教授の壞搞と襄る。新お系デ!Jでは, 「1859年の開港 

を契機にして摄/ : n 伽格埃らさきな変化力;生じた,と 

いう事実はまったくみられない。J1862年頃から上昇を 

始めた相対何格は, 本摘計の場合(因わと ("t異 't：68 

年まで上昇を続け,その後の低下もそれほど急激なも 

のではないので; る。: ； . . ：

このような相違は技術的趣由によるものと思われる。 

第一̂に, 採用简目数と'ゥュィトが! ^ る。熟保系列i 単 

郁 平均よ :って算出されていん農ま物の場合,来の他 

4 品目が採ちれているが,その結果として米のらェイ 

H ^ . 2 0 ^ とな;かここセめ 49. 5 % と比較して力、なり： 

傅ぐなっているレエま彩？では, 繊維製f5?：iが 4/ 7 と50% 

以上でざるめにたいし★ 料品は2 / 7 で 30% 以下で 

おるンここ; の 2も 3 6 .2 % というウェイトと:比 

較すると，m 者は高目に,後者は俾目にでていること 

が半!]る。敦 1.Vにば,：総合指軟 ( 7 力年移動平均)の对 

前年变イ匕率‘ポ列から得られた各局面をづ\<、て, 農林き . 

物，エま物，米, 愈料品，繊斜t製品の年乎均変イヒ率を 

してある。’ I8 6 3年からマ3 年についてみる-と/米価 

ほ他の農林に比べ上昇率力力、ら e:と力V また

表 1 .2 諸物価の年平均ま化率(% )

農林參 工業 米 食料品 ' 繊維

1854— 63 12.2 10.6 14.1 10.3 11.7

63— 73 • 7.4 11.8, 6.7 14.6 11.7

* 73— 77 1 .4 0.7. 2.2 , 0 . 5 ‘1 ‘ 0

J 77 — ；85 k  6. 8 L 8. A 1.5 % 7 2.9

85— 95 ；3.6 3.2 5.5 4.6 L 8

95—1911 3-7 3 .1 3.2 4 .6 1.7
丄

☆ 料品価格は他のエ摩物よりも上昇率が高かっだこと‘ 

が，判る。したがって, 新保系列では, とが斯‘間農産#  

価格力’、高目に出てぃさi 思われる。！n i l物に力、/CしX 

はどちら，ともぃぃかねるとこちがち务が, 食料品(aii得 

ガ上界率力びくに高がた!のけ;このMぜの前半おお'/ド 

てなので, 斩保系列モb；そ:の間のエ; 価格が低目K  

でているTiT能性がある。そ,れゆえy 新系列における 

eo年以晦の相対価格は , ミ際よりも高ぐでてぃるlij 

能性が強い。 ； ■ ；マ : . . 〜

： 第二の趣由は, 金後の換算比率の問題と関連する。 

新保系列が両建指数でもをわにたぃW 本插評は銀ぎ 

禅であり, しかも, 大部分U 商= 1 0 0 な力換算ざれす 

1 、るが，220なまたは20 0れで換算した揚合ギ混在 

でいる。そして後者の填合は,エ産物においてゥェメ 

パトが大きい。 このことは，i ネ推計における1868 年の 

i相対伽格を低めてしまうが，他タ，新保系列でも,「商 

i品こよっセは，銀目虎止前後の•価格がうまく接続しi  

ぃ場合がみられるJ ので，:とめぐ-の億fc ti  rネくのま
i (10) i

糊が残さ;h/てぃるj とぃわ!れ て ぃ る を i '■

: との点? )̂如何^ よづて《 ; , 商品グレープ別昇率み 

;値も影響を受けるP や. 第一の点にも不i 定な要素ネ 

:残るが, 1860 -70年代に;^エ間相対);!l|格P 急激な变jf： 

ンt おこらな; った, ' i 結論ずることできなV、であホ 

う, だだ，を の 剩 ヒ が ,外国[貧息の闕始め直接的影き 

であみたかどうかは, ’また训9 問題でもる。」 ！

； 第n 期に購を転じよう。；この時期は, . ユ般物to水♦  

の_1:昇が林産物の相対格の上昇を伴々ていた局 ]

：にもたる。 これは, r長越择済統射す.におけS 生ま南 

;の物価系列からもぃえるe lとでもるレしかし, こ の鳥 

面に限ってV、えは’, 大阪おける相 '刘■倾格のJ i昇率み

法( 7 ) 新保博*■德川後期の物価(りJ 民ま済雑誌■»第130巻6 号 (1974), 7 - 8 K,
( 8 ) さ井文渾編r近世後期fこおける主要物価の動爐J (I952)广 ；■

( 9 ) 新保 (1975〉，2 4 8 K . . ; : : '
( 1 0 )同, 239真。、 . ■ ,

( 1 1 ) 川一司はか*'物価』(1967), 23—4 其

■ — m m t )  —

I
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表2* 1 大阪知壳物価指数：農林;i 物 . ェ産物*総合指数 (18：M—75 ニ 100)

；¥
農林産物 

(1)
エ産物 
- (2 )

総合指数 
(3)

農林遊物 
(1)

エ産物 
(2)

総合指数 
(3)

年
. ’，.，，：

農林邀物 

(1)

エ産物. 
(2)

総合指数 
(3)

1757 11.8 12.2 12.0 1823 11.2 9 ‘7 10.6 1875 102.4 103.8 103.0

58
59

1 1 ‘9 11.9 11.9 24 11*4 9.8 10.7 76 83‘7 95.3 88.7

11,7 13.2 12.3 25 1 2 4 10.0 11.2 77 93.公 95.4 94‘1

26 13.5 11.1 12.5 78 98.4 104.6 101.1

1766 11.5 13.3 12.3 27 11.8 11.3 11.6 79 110.3 121.4 115.1

67 11.2 12.7 11.8 28 12.4 10.5 11.6 1880 149.0 134.8 142.9

.68 11.8 11.0 11.5 29 14.6 10.4 12,8 81 154.0 151.7 153.0

1830 13,5 10.1 12.0 82 134.6 146.1 139.5

1771 び.0 12.3 12,1 31 15.2 10.6 13.2 83 107.0 133.6 118.4

72 11.1 11.7 11.4 32 13.1 10.8 12.1 84 93.7 115.9 103.2

7 3 ’ 10.6 12*4 11.4 33 16.1 11.1 14.0 85 97.4 119.3 106.8

34 16.9 12.4 ：15*0 86 92^7 111.1 100.6

1781 10.1 9.8 10,0 35 14.3 12.1 13.4 87 90.0 116,5 101.4

82 i? .o
14.2

10.1
10.5

11.2 36 17.9 12.4 15.5 88 88.9 125.9 104.8

83 12.6 37 26.8 15.8 22.1 89 101.2 129.5 113‘4

84 ： 15.7 12.0 14*1 38 19,9 14.4 17.5 1890 119.4 128.6 123.4

85 12.6 11.4 12.1 39 17.4 15.2 16.5 91 107.4 130.9 117.5

86 13.2 12.0 12.7 1840 14.4 13.5 14.0 92 110.7 125.8 117.2

87 16.0 13.5 14.9 41 14.6 14.0 14.3 93 127.4 139.4 132.6

88 13.6 12.8 .1 3 .3 42 15‘2 13.1 14.3 94 126.6 152.0 137； 5

89 13.2 13.3 13,2 43 13.2 11.6 12.5 95 130,8 162.3 144.3

90 11.1 11.1 44 14.5 11.3 13.1 96 ■140.1 176.0 155.5

91 11.8 10.6 11.3 45 15.5 12.2 14.1 97 162-5 208.7 182,4

92 14.9 11.6 13‘5 46 16.6 13.4 ..15.2 98 200.7 229.6 213.1

93 13.9 ‘ 11.7 13.0 47 16.3 14.1 15.4 99 166.5 222.1 190.4

94 12.1 12.2 12.1 48 16.2 13.8 15.2 1900 184.6； 227.8 203.2

95 12.9 11.3 12.2 49 16.2 13.7 15:1 01 180.8 218.8 197.1

96 13.5 11.7 12:7 1850 19.9 13.5 ' 1 7 . 1 02 198.8 ■216.6 206.5

97 12.7 11.7 12.3 51 19.8 14.2 17.4 03 214.1 224.9 218.7

98 12.7 10*6 11.8 52 16.4 13.4 15.1 . 04 220.0 228.7 223.7

53 19；3 14.4 17.2 05 216.4 255.9 233*4

1802 12.2 10.8 11.6 54 17,5 14.1 16.0 06 225,2 265.7 242.6

-:03 12.0 11.5 11.8 55 16.1 13.1 14.8 07 , 248.9 286.0 264.9

,0 4 11.9 11.0 11.5 56 16.5 13.9 15,4 08 232.9 271.2 249.4

05 11.3 10.3 10.9 57 17.2 13.9 15.8 09 214.1 264.4 235.7

06 10.6 9.8 10.3 58 20.6 15.1 18.2 m o 222.8 264.6 240.8'

07, 11.4 10.4 11.0 59 21,1 16.1 19.0 U 264.5 281.4 271.8

08 13.0 11.0 12.1 1860 26.7 17.6 22.8 12 295.0 291-4 293. S

09 13.1 10.8 12.1 61 27.8 20.7 24.7 13 302.5 294.0 298.8

10 11.4 10.7 11*1 62 . 2 7 . 7 21.9 25.2 14 248*9 278'5 261.6

11 ll.Q 10.3 ,1 0 .7 63 30.4 24.8 28,0 15 219.2 •270.6 24L3

12 11.1 lO 'l 10.7 64 39.6 37.7 38*8

13 11,6 9‘7 : 10.8 65 63.1 50.4 57.6

14 11.9 9.9 11.0 66 129.3 67.3 102.6

15 11.9 9.8 11.0 :67 145.8 93.5 123.3 1

16 10.9 9.3 10.2 68 112.6 108.6 110.9

17 11.9 9.8 11.0 ,69 164,9 144,3 156.0

18 10.5 9.7 10.2 1870 141.2 135,7 138.8

19 9.6 ざ，9 9.7 71 99.2 108.6 103.2 . •'，. ' ,
1820 9.5 9.8 9.6 72 80.6 ,92.9 85.9 ' '

21 11.8 10.3 11.2 73 88.8 96.9 92.3 1

22 11.1 9.9 10.6 74 113.9 100.9 108.3 ■ .

66(5^72)

wmmmmmmmmmmmmmmmmrnm.
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米価(4》 年 来価(4〉 年 米価(4)

年 米価(4) 年 米伽{4》 年

表2 .3 大限卸売物価指数：食料品.繊維製品
(1874-76= 100)-

年
'食料品

(5)
繊維製品 

(6) 年
食料品

(5)
繊維製品 

(6) 年
食料品 

(5)
繊維製li? 

(6)
1850 11.9 13.2 1872 00.0 88.3 1894 205.3 145.9

51 13.5 12.7 73 85^6 108.7 95 207.4 157.2
52 10.9 12.9 74 .1 0 2 .8 103,1 96 208.9 174.9
53 11.7 13.1 75 105.5 103.7 97 256.6 ,189.8
54 11,9 12.5- 76 , 9 1 . 7 93>2：• 98 293.6 196.1
55 10.4 11.5 77 92.6 95.2 99 280,8 192.3
56 a  1.1 12.8 78 10し6 109.4 1900 312.2 186.2
57 . 10.8 13‘1 ， 79 135.5 117*5 01 308,8 168.7
58 11.9 15.5 1880 148.9 133.5 02 314.3 175.7
59 12.3 18.1 81 169.0 152.3 03 323.3 192.7

1860 12.9 20.4 82 169.7 135.6 04 341.1 192.3
61 17.9 22:0 83 139.7 142.9 05 374.8 212.1
62 1 7 . 1 ， 23.4 84 131.4 131.6 , 0 6 370.1 228.9
63 20.0 19.4 ； 85 120.8 134.6 0.7 381.,3 243.7
64 29.6 42.3 86 123,0 120.8 08 427.5 200.2
65 41.2 52.2 87 136.5 140.6 09 419.7 20r‘2
66 56.9 60.8 8a 145.4 144.0 1910 408.1 209.0
67 98.4 68.9 89 - 155.7 127.2 11 441:8 224.7

.^8 115.6 88.0;' 1890 ： 164.3 115.8 12 477.7 223.1
69 162.2 132.6 ； 91 168.0 116.0 13 464.6 224.5

1870 164.0 12 3 .1、 92 168.0 121.8 14 447i4： 196.1
71 122.6'

1 ... . J.
' 106.8, 93 . 169.6 150.9 15 450.9'. 182.9
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ま义2 大阪卸売物価指数：米価
(1874-76=^ 100>
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'賊,Tぱみ■î:ほ? 孤;;'̂を恥.斜ミ寄前-■

「三 田 学 会 難 誌 J  6 8 巻 1 0 号 （I 9 7 5 年 1 0 月 ）

全国におけるよりも低い。全国では，1885年を1 0 0と 

したときの1911年の相对価格指数が125 となるが， 

大阪の場合は1 13である。 こ の塞は,はとんどエ産物 

網格上昇率の差とよる。そして, そのなかでも■— 本 

推計の資料的制約が★きいので不確定な要素が残るけ 

.れども一食料品価格上昇率の開きが大きい。1 8 8 5 -  

1ね1年の年平均上昇率をみると，長3肉経済統計指数で 

t★食料品3. 6义 繊 KI製品1 .マ％であるのにたいし, 

本播評の場合* それぞれ4. 6 % , 1 .7 % であり*とく

に食料品の上昇'率は農林産物のキれをはるかに陵駕す 

るものとなっている(表1.2 を参照) „. ：t 業部rラ内部に 

おいても，「在来的耍素© 多く存続しだ查料品, 木fe 

品そして化学0 請部門では, その製品の価格上昇率( t  

鼻産物総、合指数*P それにぱ献するふあるいa そ:Kを 

ささか上回ることJ .がちっかとい，ナ▲ は,すでに指摘 

されていることであるが,：大阪のように都审化の影舞 

が箸しかったところでは；そのよう;^値向がいっそb 

はっきりとあらわれたもb と 思 わ れ る :

てニ :？.，;. ■ , ;• • ,

' ■ 表 2 資料とウェイト
ル麦 '1 大坂卸売，三井文庫

大豆
• • .. •- ■ ' 

、 :同上
: . :推計は，《1濃林産物価格，エ産物価格指数をそ;Kぞれ;ホめ， 

次に. (2)その商指数から総合指数を算ゆする, という順序セ' ' 菜種

同ト

，4?.む西武庫地方 * lilJ#

行った, 薪 . 大卸売 , H非文庫

y ：■■：'■ V , ■ .  . ' . ■■ 木 廣 , ' ' 同上ン

r ： m 農林達物価格‘ エ産物価格指数、 清酒. 同よ
:r 次の6期の指数を，1874-76年を基準にリンクして得た： , 镑油 同
, 第 I 期 1757— 83年, 第！!期 1781r：4852年，第ffl期 1850 木綿 > 1 0 0 . 0 同上

!； ' 一 79年，第iV期 1877— 91年, 第Y期 1889— 1 9 0 2 ^ ,第 1̂ 種油 同上 \

m 1900— 15年。各期わ指数は，原則として，商品グル*-プ 白 油 , 同上 ，

別指数を固定クェイトによって加m平均したものでもる。各 

商品別のクェイトは若千の例外(米，清酒など）を除'̂、てつ
ず, グル-*プ内の各商品を填純ギ均してグループ別指数と 

+ るととが多かった。けれども,例えば資料品グループのよ 
うな場合には，清齒のみ,もるいは清酒と砂糖にそれぞれ特 
定のゥトイを与-え他は同'>丄イトとする，という計算法を 
と す*'
けれども第I , n 期の場合は，総合指数算出のために，米 

のみに30%.を与え他を同ゥェ.イト.とするという方法に做っ 

た （新保博•■德川後期の物価水準(Ih f国民経済雑誌J 第127 
卷2 号ひ973j, 21頁) 。この条件2U ，林産物全体のクェイ 

トを57 % と★ るという条件(後述) とから，農林産物価格. 

エ産物価格禅数をそれぞれ機械的に計算-した。 \
：第ra期以降りウェイトは，《■長期译済統計Jの*'物価Jで生 
摩面の物価推れのために、られたクュイトを参照して決め 
た。個々 のグル-"プ別ウエイト下に示す。グル一プ内で特

ffl. 1850—?9 年 /, ; i
以下の資料は,すf の大阪問屋め訪錄によろズ作成され 

k f•大阪物価沿革\こょる。，貴情¥位ほ- 目撒t.換算.した 
(一つの'例外を除い力。この資料では，I868年銀自俺止の 
際, rとくに注釈が付け加えられてぃないときは, 金一商= 
銀百目として換算されたもめと推測されJ, 1̂ 71年の新貨条 
例発布ら際は，躲定通り一雨ニで換算されてV、る（作道 
〔1971〕， 563- 6真)。ただ，金銀の換算については,银200目ま 
たは220目で行ワた場合̂見,うけられ,,，た，トくに注記はな 
くても100目立とは考えられない場合もある。:商品ごとに換 
算率力*>與るめはおがIAみ,銀目廃止前後における旧々 の価 
格の速統性が得られるようにすることを優先レ，前者につ'̂、 
ては注記に従い,’後者については想定換算傘!を下に記した。 
まVこ,祸糸は資料に両建でまポされてぃるが,これも原資料 
のままとした。換算しお場"̂, ’かえぅ；?：同ufe製品である秩 
父縮の動きと乖離してしまぅから*̂!?ぁる* 1

定 商 品 に ，ク : イ ト が 付 け ら れ て い る 場 合 は ， 〔 〕内 に 表 わ レ 米 ，
4 9 . 5

て あ る 。

■--
; 大 ま 1 2 . 0

I  * 1 7 5 7 — 8 3 年
. ,

. 大 豆

米 ，
5 2 . 6 大 織 曉 ， 三 # 文 庫 : 繰 綿 ]

. 大 豆

■ ■

同 m
• ' 3 8  ‘  5

綴 綿 4 7 . 4 同 上  . ‘V 蛾 ( 新 実 )

菜 ffl 西 极 武 域 地 方 , 山 綺 , 杉 - 」

清 酒 京 都 小 売 ， 三 井 文 庫 清 酒 ひ 4 , 2 ;

木 綿
1 0 0 . 0

大 坂 卸 売 ， m - m  , . 殺 n i l
3 6 , 2

棚 油 同 上 ， 黑 砂 糖

白 油 同 上 • ■ ： 嬉 節

n ‘  1 7 8 1 — 1 8 5 坪 白 木 綿 ， ； . ' ' -

米 5 1 6 天 坂 卸 壳 ， さ # 娜 木 綿 糸 ‘

220 目* :  

銘 柄 の ギ お
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大腹卸売物価指数1757~*~1915年

銷系 f 24.5
秩父)̂  ' (.
働 ||
白螺 13.6
菜權柏. ‘
半紙 18.3
T M )

7A
ii  ■ J

両迎

( 2 種 の 平 均 ）

WV 1877—9 1 ^

.米 49.5 貧龄制度調査会
大爱 ■ . .； i 同 上 •
小麦

豆
12.0 同上

.同上. . . ，‘
，小豆 .■ 同上
綠ぁr 大阪府誅
葉煙草

• 21.0. t o  ‘ ‘
生嬉 ，貨幣制度調查会， レ

親 ' 京都府何鹿郡吉II村郡是調査,金融

.薪

::レ，，； 研 究 会 .

[1 7 .5 貨幣制度調査会
炭 1877-79年:物価沿喊 

1880-91年：大阪府誌
清酒〔142) f

貴幣制度調査会
雙油 同上 .
茶 ,36.2 大隊府誌
鎭節 貨歉制度-鋪查会
想 天 J 伺上
生糸 1877-86年：束京,金融研究会, 1894

'明木綿
24.5

一91年：大胺府誌

同上
屑 布 . 貧附制度調查会
摄 ] 同上
都 油 [ 13.6 大 阪 府 誌
栖 螺 J 貨幣制度調あ会
半紙 1断 •ィ 9年：あ価洽苹

18.3 1878-81年 : 京,金融班究会, 1880

»  * -

一91年:大販府誌

貨幣制庇調S 会
鉄 7.4 同上
(とく fc記さないかぎり，調査地は大阪。以下同様）

V . 1 8 8 9 — 1 9 0 坪

に

深
，一

ほ
一
ザ
綿
玉
煙 

ネ
ネ
ク
大
小

.

.殺

藍

葉

0

45.4

9.3

8.7

16.0

8.0

府絲計

同上
同上 . - '

同上
1889—網 :府統評，1894-93^ : 

188ター1902年:府統計
府統計 

同上
1889—93年一：大 版 府 誌 , 1894-1902 

年；府統許

京都，都是調岛金融研诡会

薪 〔51‘8)】 

炭 〔19.5)

材木〔28.7> 

清酒〔30.8)

斷111 
茶

館 節 V 

砂城〔25. 3：)J

生糸C4も9)、

甲雙销

お/績r"IP c'l 
綿糸〔12. 6J

生 金 ホ ‘

食塩

種油 

'石油 

鮮摊漆 

和紙

銅

石炭

12. 6 .

3 1 . 6

32.5

9.2

16.0

10.7

府統計

1卿 ：- 94年ニ府統計,1892-4902年: 

朝日新間 

同 上 .
1889-94 年：府統計,1892-̂ 1̂ 2̂ 1̂  
朝日新W)
府統計

京都，農商務統計 
府 統計 .
1889— 94 年 ニ 府統計， 1892-1902 
件:：朝日新lifl 
府統ト 

同 上 .
1889-94 年：府統It, 1892— 1902 
年 :朝日新聞.
1889-̂ 93 ip：府統計，1892̂ 1902 
年 ：朝 日 細 H

1889-94 年 :府統計， 1892-1902 
年ニ朝日新間
府統計’ . . . . ，. '

;向上：^

同上 '•：■ .
1889-94 年：府統ホI.,1892-1902 
年=朝日新聞

1889— 93 年：府統計， 1892— 1902 
年シ朝日お聞
1889— 94 年:府統計， 1892— 1902
年 ニ 朝 日 新 聞

V I . 1 9 0 0 — 1 5 年

米 4 5 . 4 商 工 智

大 麦 同 上

棵 麦 9 . 3 同 上

小 麦 同 上  •

大 豆
同 上  、' '

小 ;§；

8 . 7
'同 .上

梅 干 r . 府 統 計

沢 庵 ‘ 同 上

繰 綿 ] \ 商 工 省 .

. 大 麻 1 2 . 4 同 上

藍 J 府 統 計

m 8 . 0
京 都 ， 都 是 調 查 ， 金 融 5 )f究 会

牛 肉 商 工 省

牛 礼 3 . 6
同 上  ,

鶴 卵 . 同 上 ， ゾ 、

薪  C 2 & 6 J 同 上

後  C 1 9 . 8 ) 1 2 . 6 同 上

材 木 〔5 1 . 6 〕. 1 9 0 0 - l l i f i  ： | g j x ^ ,  1 9 0 9 — 鄉  

朝 新 聞

清 酒 〔3 3 . 2 ；} V
商 工 省

m t f 同 上

味 赠

茶
► 3 1 . 6

同 上 - . 

同 上

經 節 同 上

白 砂 糖 〔2 5 . め
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(2) 総卸衆物価指数 ょルパんす
i 'm 摩物価格指数とニ逾■ 格指数との加ffi平均でもる。 

農林産物のク；Cイトは，1874年の廣業生摩額X0.6 フフス林 

報化産額?5、ら，エ廣物のゥょメトは1则年の歡工業生産額 
から算出した（<*長期経済統t l .Jめ *■農林業J ひ966)，《'鉱エ 

業J ひ9721による）。それぞれ,..5 7 % と43% である。.最業 

ノ1:商額に係数0. 6 を乗じためは，自給率が高いことを考虑し

た̂^めで,山ロ推計にょる地租金納化直前の商品化率に貢租
…  -■ '

分 （それも最終的には市場に出された）をかIとた値の最大 
である（山口和庫S■明治前期経済の分析J 〔1956),53-m),

( 3 ) 資料一K :
朝日新聞：大阪朝日新間社調r大阪卸ダ撒価指取年別表J， 
朝F1新間社編『日本経済統1+総、観J '(19.3の 

大阪府誌：大阪府編*■大阪府誌J 第1卷(1卯2 ) , 「商業史J 

855-63直。 ' -
货格制度調查会：r貸僻制度調余報肖J，大內兵傲’土屋海 

雄編*■明冶前期財政経済史料集成■*第12卷(193め所収，
金Mi研究会•金融i f免会編*■我国商品相場統計表J (1937)0 

商工省：商エ 1̂'調 f大阪市卸売物価指数J , 朝日新IW社 

(1930)所収。 ■

農商務統評：『摩商務統計表J (各年度)。 .. ,^
: r大阪物価沿年表J/'官本义次編避tし大®*̂の

妆価と利-了‘J (19ぬ）所収ヘン. ■•

庫 :ま S ナ? * ぐにも'けね要物価め動

. ' 態 a (1952).
山峰：山暗隆3  r近世後期における’農摩物価格の動向J， 
『経済学年報J 第19集 (1963)，

(経済学部助手）

rゴ旧学会お誌J 68巻10号 (1975解 0月）
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